
 

 

 

 

残暑の厳しい日々が続いています。涼しい秋の到来が待ち遠しいですね。読書の秋にちなんで、今月のエリア支援

保育所だよりは、絵本を紹介します。絵本を通して、親子で一緒に笑ったり、ワクワクしたりと気持ちが通じ合う経験

をすることは、親子のコミュニケーションになります。これから絵本に興味を持ち始める小さい月齢のお子さんでも

読みやすいテーマの絵本を選びました。ぜひ、おうちで絵本に親しむ機会を作ってみてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆各保育所で、相談ができます。 

子育て情報も紹介しています。 

守山区エリア支援保育所だより 
                      令和６年９月号 第６号 

 

『なでなで にっこり！』 

『おつきさまこんばんは』 『どこどこどんぐり』 

 

林 明子/作 

福音館書店 

一年の中で月が最も明る
くきれいに見えると言われ
ている９月にぴったりの絵
本です。おつきさまが出てき
たり、隠れたり、困った顔に
なったり、笑ったり…と変化
していく様子に引き込まれ
ます。秋の夜に、お子さんと
一緒におつきさまを探すの
が楽しくなりますよ。 

フフフーン/作 

ほるぷ出版 

「いないいないばあ」と葉
っぱをめくるたびに、どんぐ
りが見つかるしかけ絵本で
す。落ち葉や虫、木の実など
も隠れているので、繰り返し
読むほど色々な発見があり
ます。ボードブックなので、 
お子さんが自分でめくって 
思う存分に楽しむことができ
ます。 

◆お問い合わせ・相談◆ 

【月～金曜日 9:00～17:00（祝日年末年始を除く）】 

守山保育園エリア支援保育所 ＴＥＬ７９１－５３１８ 

瀬古保育園エリア支援保育所 ＴＥＬ７９３－３７０７ 

小幡保育園エリア支援保育所 ＴＥＬ７９１－１３２３ 

大森保育園エリア支援保育所 ＴＥＬ７９８－２２１２ 

秋を感じる絵本 

おやすみの前に… 親子のふれあいに… 

新井 洋行/作 

童心社 

ペンギンちゃんがみんな
をなでなでしていく姿や、 
転んで泣いてしまった時に
ママになでなでしてもらい
安心する姿をみると、とても
優しい気持ちになります。
色々な動物が出てくるので
お子さんが興味を持ちやす
く、歩き始める時期におすす
めです。 

『ねむたい ねむたい』 

「ねむたいねむたい」と泣い
ているなすびのこや、なかな
か眠れないそらまめのこな
ど、眠たそうな野菜たちの表
情に、自分の姿を重ねて共感
してしまうお子さんもいるの
ではないでしょうか。「ねーた
ーかーなー」「ねーたーよー」
とリズミカルな言葉が魅力的
で、おやすみ前の１冊にいか
がでしょうか。 

やぎゅう げんいちろう/作 

福音館書店 


